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葛城市の市章

【説明】
上下に配した二つの円は旧新庄町と旧當

麻町を表し、二つの円が一つの市へと生ま
れ変わったことを表します。
下部の緑の部分は葛城山系の山並みや緑

に茂る葉を表し、豊かな自然を守っていき
たいという願いが込められています。上部
に赤い円を配し、全体で花が咲いたように
見立て、菊やぼたんの花が咲く、うるおい
のあるやさしいまちであることを表してい
ます。
さらに、大空に大きく手をかかげたよう

にも見える造形は、葛城市が輝く未来へ発

展していくことへの願いをも表しています。

【選考までの流れ】
１０月　１日
～１１月１５日　市章の募集

１２月　９日　　　　第１回市章選考委員会開催
１２月２７日　　　　第２回市章選考委員会開催
１月１１日
～　１月２１日　類似商標調査
２月１９日　　　　市章制定告示

葛城市誕生記念式典において
市章発表

【応募状況】
応募総数　９９２点　

うち　市　　内　５０１点
市外県内　１７２点
市外県外　３１９点

【入賞者】敬称略
最優秀賞（採用作品） 大森拓二（葛城市八川）

優秀賞　　　　　　　　　南　明男（葛城市竹内）

大塚浩之（東京都狛江市）
野村勝義（大阪府大阪狭山市）

酒井健児（大阪府東淀川区）
※なお、入賞者には賞状と最優秀賞には３０万円、優秀賞には５万円の賞金が贈られました。

【選考委員】
市長　　　　　　　　　　Z川義彦
市議会議長　　　　　　　川合楢彦
市議会副議長　　　　　　赤井佐太郎

（学識経験を有する者）
区長会　　　　　　　　　岡本楢一
区長会　　　　　　　　　上田又次

（美術関係の知識経験を有する者）
大阪芸術大学大学院教授　松井桂三（委員長）
元美術関係教諭　　　　　前田　馨（副委員長）
新庄中学校教諭　　　　　上田富佐恵
白鳳中学校教諭　　　　　中井　立
白鳳中学校教諭　　　　　上段知子
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葛城・二山の山麓にも間もなく春一番が吹く2月19日、葛城市制がスタートしたことを祝し、
葛城市誕生記念式典が開催されました。式典は柿本奈良県知事をはじめ多くのご来賓を迎え
て盛大に執り行われました。
市内コーラスグループ（5団体）による合唱・當麻太鼓白鳳座の和太鼓演奏が披露され、合

併功労者として(故)安川正雄氏・y川義彦氏・川合楢彦氏・酒井勇氏に総務大臣表彰が授与さ
れました。また、石田清秀氏・上田又次氏に感謝状が贈呈されました。なお、この式典でま
ちのシンボルとなる市章が発表され、市内にお住まいの大森拓二さんの作品がみごと市章に
採用、賞状及び賞金が授与されました。
この葛城市誕生を契機とし、今後ますます「大空に、輝く未来へ発展」する「葛城市」の

飛躍が期待されます。

式典に出席された来場者の方々 式典会場ステージのようす

挨拶する市長 市章応募で最優秀賞を受賞する大森拓二氏

オープニングでの當麻太鼓白鳳座 オープニングでの市内コーラスグループ
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スススス
キキキキ
ーーーー
教教教教
室室室室

２
月
18
日
（
金
）
か
ら
20
日
（
日
）
の
３
日
間
、

立
山
山
麓
極
楽
坂
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、
ス
キ
ー

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
白
銀
の
世

界
で
、
現
地
ス
キ
ー
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
ス
キ
ー
教
室
に
参
加
、

ス
キ
ー
の
楽
し
さ
を
思

う
存
分
楽
し
み
ま
し
た
。

統統統統
合合合合
契契契契
約約約約
調調調調
印印印印
式式式式

當當
麻麻
町町
シシ
ルル
ババ
ーー
人人
材材
セセ
ンン
タタ
ーー

新新
庄庄
町町
シシ
ルル
ババ
ーー
人人
材材
セセ
ンン
タタ
ーー

當
麻
町
と
新
庄
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
、
合
併
に
伴
い
統
合
協
議
会
を
設
置
し
、

そ
の
中
で
国
と
の
施
策
の
さ
ら
な
る
連
携
を
図

る
た
め
法
人
化
を
視
野
に
入
れ
た
協
議
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
年
４
月
に
社
団

法
人
葛
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
設
立

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

統
合
を
前
に
、
１
月
27
日
、
市
中
央
公
民
館

に
お
い
て
當
麻
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

新
庄
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
統
合
契

約
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
市
長
、

議
長
を
は
じ
め
来
賓
を
迎
え
る
な
か
、
両
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
に
よ
り
調
印
書

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
予
定
は
、
２
月
に
設
立
総
会
を
開
催
後
、

県
の
認
可
を
受
け
４
月
１
日
か
ら
社
団
法
人
葛
城

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

雪雪雪雪
中中中中
登登登登
山山山山

１
月
30
日
（
日
）、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
雪
中

登
山
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
冷
え
込
み
に
よ
る
登
山

道
の
凍
結
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
葛
城
山
の

澄
み
切
っ
た
空
気
を
満

喫
し
ま
し
た
。

約
３
時
間
を
か
け
山

頂
に
た
ど
り
着
い
た
参

加
者
の
み
な
さ
ん
は
、

用
意
さ
れ
た
豚
汁
で
体

を
温
め
登
山
を
楽
し
み

ま
し
た
。

２
月
13
日(

日)

、
健
民
運
動
場
を
出

発
点
に
、
第
15
回
葛
城
市
當
麻
健
康
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
参
加
者
皆

さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
距
離
を
優
勝
め

ざ
し
て
力
走
す
る
人
、
あ
る
い
は
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
の
た
め
に
マ
イ

ペ
ー
ス
で
走
っ
て
い
る
人
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
走
り
方
で
、
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し

ん
だ
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

◆
３
㎞
コ
ー
ス
　
　
　
（
敬
称
略
）

●
小
学
生
男
子

優
　
勝
　
井
関
　
翔
汰
（
笛
　
堂
）

第
２
位
　
細
川
　
大
介
（
加
　
守
）

第
３
位
　
山
口
　
雄
大
（
竹
　
内
）

第
４
位
　
藤
枝
　
寛
示
（
八
　
川
）

第
５
位
　
吉
田
　
陽
亮
（
長
　
尾
）

第
６
位
　
中
橋
　
勇
起
（
葛
　
木
）

●
小
学
生
女
子

優
　
勝
　
吉
田
　
　
萌
（
當
　
麻
）

第
２
位
　
伏
見
　
歩
美
（
勝
　
根
）

第
３
位
　
吉
田
　
衣
里
（
南
今
市
）

第
４
位
　
楳
田
　
詩
乃
（
北
花
内
）

第
５
位
　
松
村
　
真
希
（
南
道
穂
）

第
６
位
　
吉
田
　
奈
津
（
今
在
家
）

●
一
般
男
子

優
　
勝
　
梶
本
　
庸
平
（
寺
　
口
）

第
２
位
　
上
田
　
直
也
（
疋
　
田
）

第
３
位
　
河
合
　
保
誠
（
南
今
市
）

第
４
位
　
西
村
　
宗
久
（
疋
　
田
）

第
５
位
　
松
本
　
祐
樹
（
疋
　
田
）

第
６
位
　
岩
崎
　
太
陽
（
長
　
尾
）

●
一
般
女
子

優
　
勝
　
松
林
　
麻
衣
（
加
　
守
）

第
２
位
　
吉
田
　
貴
美
（
今
在
家
）

第
３
位
　
篠
田
　
　
結
（
長
　
尾
）

第
４
位
　
奥
田
　
侑
子
（
當
　
麻
）

第
５
位
　
古
俵
　
麻
衣
（
八
　
川
）

第
６
位
　
久
米
　
知
子
（
長
　
尾
）

●
シ
ニ
ア
男
子
（
50
歳
以
上
）

優
　
勝
　
岩
井
　
利
光
（
消
防
署
）

第
２
位
　
上
田
　
　
夫
（
加
　
守
）

第
３
位
　
久
米
　
正
直
（
長
　
尾
）

第
４
位
　
村
田
　
眞
文
（
疋
　
田
）

第
５
位
　
田
上
　
啓
人
（
長
　
尾
）

第
６
位
　
高
橋
　
信
匡
（
加
　
守
）

◆
５
㎞
コ
ー
ス
　
　
　
（
敬
称
略
）

●
中
学
生
男
子

優
　
勝
　
芦
原
　
　
徹
（
南
花
内
）

第
２
位
　
エ
ウ
ゼ
ビ
オ
和
志
（
北
花
内
）

第
３
位
　
西
本
　
昌
司
（
柿
　
本
）

第
４
位
　
山
口
　
元
気
（
尺
　
土
）

第
５
位
　
山
下
　
将
広
（
尺
　
土
）

第
６
位
　
森
井
　
翔
梧
（
尺
　
土
）

●
一
般
男
子

優
　
勝
　
松
下
　
健
太
（
竹
　
内
）

第
２
位
　
不
二
　
孝
介
（
當
麻
病
院
）

第
３
位
　
畑
野
　
一
善
（
長
　
尾
）

第
４
位
　
富
永
　
雅
俊
（
八
　
川
）

第
５
位
　
石
田
　
昇
平
（
今
在
家
）

第
６
位
　
部
矢
　
昭
弘
（
尺
　
土
）

葛葛葛葛
城城城城
市市市市
當當當當
麻麻麻麻

健健健健
康康康康
ママママ
ララララ
ソソソソ
ンンンン大大大大

会会会会
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冬冬冬冬
のののの
風風風風
物物物物
詩詩詩詩

『『『『
とととと
んんんん
どどどど
』』』』

冬
の
風
物
詩
と
し
て
葛
城
市
内
の
多
く
の
区

で
は
、
１
月
14
日
前
後
に
『
と
ん
ど
』
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
地
域
に
よ
っ
て
は
、「
と
ん
ど
焼
き
」、

「
ど
ん
と
焼
き
」
な
ど
呼
び
方
の
違
い
は
あ
り
ま

す
が
、
広
場
や
田
畑
な
ど
に
竹
を
組
ん
で
火
を

つ
け
、
そ
の
残
り
火
を
持
ち
帰
り
餅
を
焼
い
た

り
、
食
事
を
作
っ
て
食
べ
る
と
年
中
に
病
に
か

か
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
火
祭
り
で
す
。

「
と
ん
ど
」
の
名
の
由
来
は
、
竹
の
弾
け
る

音
を
表
し
て
い
る
と
い
う
説
も
あ
る
よ
う
で
す
。

脇
田
区
で
は
、
約
40
年
ぶ
り
に
大
と
ん
ど
が

復
活
し
ま
し
た
。

わ
ら
や
竹
、
ク
ヌ
ギ
の
木
な
ど
で
組
み
立
て

た
高
さ
４
ｍ
、
胴
回
り
６
ｍ
の
大
と
ん
ど
に
火

が
つ
け
ら
れ
る
と
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
、
初

め
て
目
に
す
る
区
民
も
多
く
、
歓
喜
の
声
が
飛

び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

貯貯貯貯
蓄蓄蓄蓄
生生生生
活活活活
設設設設
計計計計
普普普普
及及及及
地地地地
区区区区
講講講講
習習習習

「「「「
振振振振
りりりり
込込込込
めめめめ
詐詐詐詐
欺欺欺欺
にににに
注注注注
意意意意
！！！！
」」」」

県
貯
蓄
生
活
設
計
普
及
地
区
の
指
定
を
受
け
て
い
る

新
村
区
新
栄
会
は
、
貯
蓄
や
保
険
を
生
活
設
計
に
ど
の

よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
く
か
な
ど
の
学
習
会
や
、
金
融

関
係
施
設
見
学
研
修
会
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

今
回
は
、「
架
空
請
求
・
振
り
込
め
詐
欺
撃
退
法
」
と

題
し
た
講
習
会
が
１
月
30
日
に
新
村
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

講
師
の
県
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
大
西
綾
子
さ

ん
か
ら
、
県
内
の
悪
徳
商
法
被
害
状
況
や
悪
徳
商
法
の

手
口
、
そ
の
対
処
方
法
な
ど
が
様
々
な
事
例
を
も
と
に

講
習
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
申
請
は
が
き
を

書
く
実
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
通
信
販
売
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の

対
象
外
で
は
な
い
な
ど
、
講
習
を
受
け
る
こ
と
で
間
違

っ
た
認
識
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
。」
と
感
想
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

スススス
ポポポポ
ーーーー
ツツツツ
少少少少
年年年年
団団団団
県県県県
代代代代
表表表表
でででで
出出出出
場場場場
！！！！

全全
国国
大大
会会
出出
場場

新
庄
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子

昨
年
12
月
、
第
27
回
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会(

県
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
、
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催)

に
お

い
て
、
新
庄
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

今
年
３
月
28
日
〜
30
日
に
東
京
・
国
立

代
々
木
第
１
・
第
２
体
育
館
で
行
わ
れ
る
全

国
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

に
、
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

男
子
も
部
員
18
名
で
練
習
に
試
合
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
是
非
練
習
見
学
や
入
部
し
て

く
だ
さ
い
。

近近
畿畿
大大
会会
出出
場場

當
麻
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子

當
麻
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子
は
、
右
記
同

県
大
会
に
お
い
て
３
位
と
な
り
、
１
月
29
日
・
30
日
に
京
都
で
行
わ
れ
た

近
畿
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

近
畿
大
会
で
は
、
１
勝
２
敗
の
成
績
で
し
た

が
、
他
県
チ
ー
ム
と
の
試
合
で
チ
ー
ム
み
ん
な

が
力
を
合
わ
せ
て
試
合
に
挑
め
た
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
の
大
切
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

當
麻
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
で
は
、
私
た
ち
と
一
緒
に
汗
を
流

し
て
み
よ
う
と
い
う
仲
間
を
大
歓
迎
で
お
待

ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
体
育
館
を
の
ぞ

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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３つの習慣4つの対策

%%
%%

春春
季季
火火
災災
予予
防防
運運
動動

%%
%%

「「
火火
はは
消消
しし
たた
？？
　　
いい
つつ
もも
心心
にに
　　
きき
いい
てて
みみ
てて
」」

３
月
１
日
（
火
）
か
ら
３
月
７
日
（
月
）
ま
で
、
全
国
一
斉

に
春
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
季
は
、
空

気
が
大
変
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
が
続
き
火
事
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
市
内
の
小
中
学
校
か
ら
募
集
し
た
防
火
ポ
ス

タ
ー
の
入
賞
作
品
等
を
新
庄
・
當
麻
文
化
会
館
及
び
消
防
署
に

掲
示
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
各
駅
前
に
お
け
る
防

火
活
動
や
各
地
区
で
の
消
防
訓
練
指
導
な
ど
を
通
じ
て
火
災
予

防
の
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
大
切
な
家
庭
か
ら
火
を
出
さ
な
い

よ
う
に
ご
家
族
で
次
の
事
柄
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

◆◆
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

「
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
」

D

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

D

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

D

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

D

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

D

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
　

に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

D

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

D

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
　
　

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

!!

１
１
９
コ
ー
ナ
ー!!

１
月
中
の
管
内
出
動
件
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
火
災
…
２
件

▼
救
急
…
１
０
５
件

▼
救
助
…
１
件

（
葛
城
市
消
防
署
）

「「「「
認認認認
知知知知
症症症症
（（（（
痴痴痴痴
呆呆呆呆
））））
予予予予
防防防防
講講講講
座座座座
」」」」

〜
落
語
医
者
の
よ
も
や
ま
噺
〜

厚
生
労
働
省
で
は
、
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
強
い

『
痴
呆
』
を
『
認
知
症
』
と
呼
ぶ
よ
う
に
あ
ら
た
め
ま
し

た
。高

齢
化
の
進
む
現
代
で
は
、
認
知
症
（
痴
呆
）
で
悩

む
人
は
確
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
周
囲
に

隠
し
た
り
、
一
人
で
悩
ん
で
い
る
う
ち
に
症
状
を
悪
化

さ
せ
て
し
ま
う
人
が
多
い
の
も
現
状
で
す
。

今
回
は
、
関
屋
病
院(

香
芝
市)

の
北
畑
英
樹
理
事
長
を

お
迎
え
し
、『
笑
い
』
と
認
知
症
（
痴
呆
）
の
関
係
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
北
畑
先
生
は
日
本
笑
い

学
会
会
員
で
も
あ
り
、
自
称
『
講
演
芸
人
』
で
、
診
療

の
傍
ら
全
国
で
講
演
活
動
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
に
関
心
が
あ
る
方
も
、
ま
だ
ま
だ
関
係
な
い

と
思
っ
て
い
る
方
も
、
一
緒
に
笑
い
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
。

▼
日
　
時：

３
月
16
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
場
　
所：

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
２
階

▼
講
　
師：

医
療
法
人
弘
生
会
関
屋
病
院

理
事
長
　
北
畑
　
英
樹
氏
　
　
　

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

4
(69)
９
９
０
０
ま
で
。

観観観観
光光光光
案案案案
内内内内
活活活活
動動動動
をををを
充充充充
実実実実

葛
城
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

は
、
２
月
１
日
に
當
麻
文
化
会
館
で
、
新
庄

地
区
の
観
光
講
習
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
案
内
活

動
の
実
績
を
ふ
ま
え
た
内
容
を
更
に
充
実
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
葛
城
市
と
な
っ
て
新

庄
地
区
に
あ
る
名
所
旧
跡
な
ど
に
つ
い
て
の

知
識
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
会
長
か
ら
新
庄
地
区
で
の

要
望
の
多
い
ス
ッ
ポ
ト
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
、
参
加
し
た
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
観
光

客
に
わ
か
り
や
す
く
親
切
な
説
明
が
で
き
る

よ
う
に
と
講
習
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

会
長
は
、「
今
回
の
募
集
で
メ
ン
バ
ー
も
27

人
な
り
、
新
庄
地
区
の
案
内
も
含
め
活
動
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。」
と
抱
負
を
語
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
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○ 所得税の申告・納付期限は、
平成17年3月15日（火）です。

○ 消費税及び地方消費税の申告・納付期限は
平成17年3月31日（木）です。

ミニバイク･軽自動車などの
廃車・変更手続きは３月中に！

平成16年分の申告はお済みですか？

確定申告書に同封の納付書により、最寄りの金融機関等で納付をお願いします。税務署からは、申告書の提
出後に納付書の送付や納税額のお知らせはありませんのでご注意ください。
納付期限を過ぎて納められますと延滞税がかかります。
申告所得税には、延納制度がありますので、詳しくは税務署へお問い合わせください。
◎詳しくは、葛城税務署（422-2721）まで。

廃車・変更手続き
軽自動車税は、4月1日現在の所有者に対して課税されます。すでに廃車したり、譲渡した場合や、盗難に遭

われた場合（警察へ盗難届を提出後）は4月1日までに廃車や名義変更などの手続きをしてください。
4月2日以降に廃車などの手続きをされましても、平成17年度軽自動車税が課税されますので、ご注意ください。

【手続き先】
種　別 手続きの場所

軽三輪車・軽四輪車 軽自動車検査協会　奈良事務所
4：0743-58-3018 テレホン案内：0743-58-3226
http://www.keikenkyo.or.jp/

オートバイ　　　 近畿運輸局奈良運輸支局
（125 ccを超える二輪のもの） 4：0743-59-2152 テレホン案内：0743-57-6903

http://www.kkt.mlit.go.jp/
原動機付自転車（125 cc以下） 葛城市役所税務課
小型特殊自動車（トラクター等） 新庄庁舎：469-3001 當麻庁舎：448-2811

土地･家屋価格などの縦覧は、4月1日から！
平成17年度の土地及び家屋縦覧帳簿の縦覧を行います。

※自分の所有する物件だけでなく、他人の所有する物件の評価額も縦覧できます。
【対　　象】市内に土地・家屋を所有する納税者、納税者の委任を受けた人
【期　　間】4月1日（金）～5月31日（火）（土・日祝祭日を除く）の午前8時30分～午後5時15分
【場　　所】税務課（新庄庁舎・當麻庁舎）
【縦覧内容】税額など次の内容以外は縦覧の対象になりません。

○ 土　地…所在、地番、地目、価格
○ 家　屋…所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格

☆ 納税通知書、免許証などの本人確認ができるもの、印鑑、納税者以外の人は委任状をご持参ください。

＜固定資産税課税台帳の閲覧＞
納税義務者が税額など自分の所有する物件の課税内容を知りたい場合は、期間に関係なく、いつでも固定資

産課税台帳の閲覧ができます。
※ 有償で土地や家屋を借りている人も対象物件を限定して閲覧できます。ただし、当該物件に係る賃貸借契約
書の写しなどが必要です。

【対　　象】納税義務者、納税義務者の委任を受けた人、借地・借家人など
【時　　間】午前8時30分～午後5時15分（土・日祝祭日を除く）
【場　　所】税務課（新庄庁舎・當麻庁舎）

☆ 納税通知書、免許証などの本人確認ができるもの、委任を受けた人は委任状、印鑑をご持参ください。

＜固定資産課税台帳に登録された価格に関する審査の申出＞
※固定資産課税台帳に登録された価格に不服がある場合、4月1日（金）から納税通知書の交付を受けた日後60
日までの間、文書により葛城市固定資産評価審査委員会に審査の申出をすることができます。納税通知書の発
送は5月初旬の予定です。

（税務課）
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①
相
談
し
た
い

Ａ
　
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

都
道
府
県
の
婦
人
相
談
所
な
ど
適
切
な

施
設
が
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
機
能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

奈
良
県
に
は
、「
奈
良
県
中
央
こ
ど
も
家

庭
相
談
セ
ン
タ
ー
」（
4
０
７
４
２-

22-

４

０
８
３
）
が
あ
り
ま
す
。

１：

相
談
ま
た
は
相
談
機
関
の
紹
介

２：

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

３：

被
害
者
及
び
同
伴
者
の
一
時
保
護

４：

被
害
者
の
自
立
生
活
促
進
の
た
め

の
情
報
提
供
そ
の
他
の
援
助

５：

保
護
命
令
制
度
の
利
用
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
そ
の
他
の
援
助

６：

被
害
者
を
居
住
さ
せ
保
護
す
る
施

設
の
利
用
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

そ
の
他
の
援
助

Ｂ
　
警
察

被
害
者
の
意
思
を
踏
ま
え
、
配
偶
者
の

検
挙
、
指
導
・
警
告
、
自
衛
・
対
応
策
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
な
ど
の
適
切
な
措
置

を
と
り
ま
す
。（
高
田
警
察
署
生
活
安
全
課

4
22-

０
１
１
０
）

②
逃
れ
た
い

Ａ
　
一
時
保
護←

と
り
あ
え
ず
加
害
者
か

ら
逃
れ
た
い
。

都
道
府
県
の
婦
人
相
談
所
で
は
、
各
種

相
談
業
務
を
行
う
と
と
も
に
、
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
を
受
け
た
被
害
者
の
一
時
保
護

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

奈
良
県
に
は
、「
奈
良
県
中
央
こ
ど
も
家

庭
相
談
セ
ン
タ
ー
」（
4
０
７
４
２-

22-

４

０
８
３
）
が
あ
り
ま
す
。

※
一
時
保
護
は
、
民
間
の
シ
ェ
ル
タ
ー
等

に
委
託
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｂ
　
自
立
支
援←

自
立
し
て
生
活
が
し
た
い
。

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

自
立
支
援
の
た
め
の
様
々
な
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

１：

就
業
の
促
進
（
職
業
紹
介
、
職
業

訓
練
等
）
に
関
す
る
情
報
提
供

２：

住
宅
の
確
保
（
公
営
住
宅
等
）
に

関
す
る
情
報
提
供

３：

援
護
（
生
活
保
護
、
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
等
）
に
関
す
る
情
報
提

供
等

③
引
き
離
し
て
ほ
し
い

保
護
命
令←

加
害
者
が
近
寄
っ
て
こ
な

い
よ
う
に
し
た
い
。

保
護
命
令
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。

◎
接
近
禁
止
命
令
…
期
間
は
６
ヵ
月
間

加
害
者
が
被
害
者
の
身
辺
に
つ
き
ま
と

っ
た
り
、
被
害
者
の
住
居
、
勤
務
先
等
の

付
近
を
は
い
か
い
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る

命
令
で
す
。
被
害
者
と
同
居
す
る
未
成
年

の
子
ど
も
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

◎
退
去
命
令
…
期
間
は
２
ヵ
月
間

加
害
者
に
、
被
害
者
と
共
に
住
む
住
居

か
ら
退
去
す
る
こ
と
を
命
じ
る
も
の
で
す
。

裁
判
所
に
申
し
立
て
る
と
、
加
害
者
に

対
し
、
保
護
命
令
が
出
さ
れ
ま
す
。

↓

申
立
書
に
は
、

○
身
体
に
対
す
る
暴
力
を
受
け
た
状
況

○
更
な
る
身
体
に
対
す
る
暴
力
に
よ
り
　

生
命
ま
た
は
身
体
に
重
大
な
危
害
を

受
け
る
お
そ
れ
が
大
き
い
と
認
め
る

に
足
り
る
事
情

○
被
害
者
と
同
居
し
て
い
る
未
成
年
の

子
ど
も
へ
の
接
近
禁
止
命
令
を
発
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る

事
情

○
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や

警
察
の
職
員
に
相
談
し
た
事
実
や
そ

の
内
容
等
を
記
載
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
内
閣
府
で
は
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被

害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト

（h
ttp
://w

w
w
.g
e
n
d
e
r.g
o
.jp
/e
-

vaw
/index.htm

）

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
人
権
政
策
課
）

配配
偶偶
者者
かか
らら
のの
暴暴
力力
でで
悩悩
んん
でで
いい
るる
方方
へへ

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
被
害
者
は
、
多
く
の
場
合
女
性
で
あ
り
、
経
済
的
自
立
が
困
難

な
女
性
に
対
し
て
配
偶
者
が
暴
力
を
加
え
る
こ
と
は
、
個
人
の
尊
厳
を
害
し
、
男
女
平
等

の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
平
成
13
年
４
月
に
「
配
偶
者
暴
力
防
止
法
」
が
制
定
さ
れ
、

平
成
16
年
５
月
に
改
正
法
が
成
立
し
、
平
成
16
年
12
月
２
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

配偶者からの暴力の被害者を支援する流れ

暴力を受けた

①相談したい

②加害者がいないところに
逃れたい

③加害者を引き離してほしい
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毎月11日は
人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部

葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

葛葛葛葛
城城城城
市市市市
更更更更
生生生生
保保保保
護護護護
女女女女
性性性性
会会会会
にににに

入入入入
会会会会
しししし
まままま
せせせせ
んんんん
かかかか

更
生
保
護
女
性
会
と
は
、
地
域
社
会
か

ら
非
行
や
犯
罪
を
な
く
し
、
過
ち
に
陥
っ

た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
全
国

組
織
の
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

更
生
保
護
女
性
会
の
活
動
は
、
社
会
に

対
す
る
あ
た
た
か
い
関
心
と
優
し
さ
と
ほ

ん
の
少
し
余
暇
が
あ
れ
ば
、
ど
な
た
に
も

で
き
る
活
動
で
す
。

明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
の
、
小
さ
な

『
あ
か
り
』
に
な
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
ざ
し

て
み
ま
ま
せ
ん
か
。

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
、
も
っ
と
詳
し

い
話
を
聞
い
て
み
た
い
方
は
左
記
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
連
絡
先；

市
役
所
社
会
福
祉
課
ま
で

4
(48)
２
８
１
１
、
(69)
３
０
０
１

※
葛
城
市
更
生
保
護
女
性
会
は
、
旧
新
庄

町
更
生
保
護
婦
人
会
と
旧
當
麻
町
更
生
保

護
婦
人
会
が
合
併
し
、
平
成
17
年
４
月
１

日
に
設
立
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
更
新
の
お
知
ら
せ

現
在
お
使
い
の
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
（
保
険
証
）」
の
有
効
期
限
が
、
平
成
17
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
る
保
険
証
は
、
平
成

17
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
３
月
下
旬
に
配
達
記
録

郵
便
で
郵
送
し
ま
す
の
で
、
平
成
17
年
４
月
１

日
以
降
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
新

し
い
保
険
証
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
有
効
期
限
の
切
れ
た
旧
保
険

証
は
、
各
自
で
「
完
全
に
処
分
さ
れ
る
か
」
ま

た
は
「
市
民
課
ま
で
返
還
」
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
70
歳
以
上
（
昭
和
７
年
10
月
１
日
生

ま
れ
以
降
）
の
方
が
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証

も
、
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
保
険
証
と
併
せ
て
送
付
い
た
し
ま

す
。高

齢
受
給
者
証
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
８
月

１
日
に
再
度
切
り
替
え
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
が
未
納
の
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
更

新
の
ご
案
内
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

３
月
に
送
付
す
る
証
の
有
効
期
限

(

有
効
期
限)

▽
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
…

平
成
18
年
３
月
31
日

▽
高
齢
受
給
者
証
…
平
成
17
年
７
月
31
日

（
市
民
課
）

老
人
保
健
・
福
祉
医
療

か
ら
の
お
知
ら
せ

新
し
い
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
・
福

祉
医
療
医
療
証
（
受
給
資
格
証
）
を
送
付

し
ま
す
。

平
成
16
年
10
月
１
日
か
ら
、
市
町
村
合

併
に
よ
り
「
葛
城
市
」
と
な
り
、
現
在
お

持
ち
の
老
人
保
健
お
よ
び
福
祉
医
療
（
老

人
・
乳
児
・
幼
児
・
障
害
・
母
子
の
医
療

証
（
受
給
資
格
証
））
の
各
証
は
、
平
成
17

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た

だ
く
新
し
い
各
証
は
３
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
以
降
医

療
機
関
で
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
新
し
い

医
療
証
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
福
祉
医
療
に
つ
い
て
は
、
通
常

ど
お
り
平
成
17
年
８
月
１
日
に
再
度
切
り

替
え
と
な
り
ま
す
。

３
月
に
送
付
す
る
証
の
有
効
期
限

(

有
効
期
限)

▽
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
…

有
効
期
限
な
し

▽
福
祉
医
療
の
医
療
証(

受
給
資
格
証)

…

平
成
17
年
７
月
31
日

◎
詳
し
く
は
、
市
民
課

4
(69)
３
０
０
１
、
(48)
２
８
１
１
ま
で
。

女 性

地域性
(コミュニティ)

更生
保護

ボランティア

更生保護女性会のキーワード

住んでいる地域を単位
に、日本中で行われて
いる活動です。
市民、他団体と連携し
て、心豊かな社会を育
てます。

女性の持つあたたか
さ、細やかさを生か
した活動です。

だれでも
心の中にある善意をも
って、自分なりの創意
と工夫で活動します。

心ならずも過ちを
犯した人の立ち直
り支援し、犯罪の
予防に努めます。
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休休休休
館館館館
日日日日

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

に白字は休館日。

�友　の　会　会　員　募　集� ステージオペレーター募集�

ステージオペレータークラブ�
活動内容・入会資格�
　新庄文化会館・當麻文化会館の催しをボ
ランティアで照明・音響・舞台の操作を分
担します。�
　16歳以上で性別、経験は問いません。�

申込先�
新庄文化会館　當麻文化会館　�

有効期限 平成1７年4月1日～平成1８年3月31日�

平成1７年度�

☆マルベリーホール主催の公演チケットが�
　割り引きで購入できます。�
☆マルベリーホール主催の公演チケットが�
　一般発売の１週間前よりお電話で予約できます。�
☆マルベリーホール主催の情報をお送りします。�
☆當麻文化会館自主事業にも適用します。�

平成17年3月1日～3月31日（平成17年2月1日現在）

3 20�

27

日�

日�

つぼみの音楽会�

葛城市立白鳳中学校吹奏楽部定期演奏会�

無　料�

無　料�

13：00～16：30�

14：00～16：00

0745-22-3121�

0745-48-2054

新庄文化会館（マルベリーホール）�

當麻文化会館�

2/25～3/10�

3/11～3/16�

3/17～3/20

防火ポスター展示会�

河川清流ルネッサンス�

写真展�

無　料�

無　料�

無　料�

  9：00～17：00�

  9：00～17：00�

  9：00～17：00

葛城市消防本部�

葛城市�

全日写連高田支部�

中　川　恵　世�

葛城市立白鳳中学校�

0745-69-7171、48-3119【予防課】�

0745-48-2811【建設課】�

0745-22-8618�

�

新庄文化会館（展示室）�

月　　　　　　　　�日�曜� 催　　し　　物� 入場方法� 開演時間� 主　　催　　者� 連　　絡　　先�

3   6 日�勤労者カラオケ発表会� 無　料� 12：00～17：00 � 0745-48-2876【吉村】�
月　　　　　　　　�日�曜� 催　　し　　物� 入場方法� 開演時間� 主　　催　　者� 連　　絡　　先�

　期　間� 催　　し　　物� 入場方法� 展示時間� 主　　催　　者� 連　　絡　　先�

當麻勤労者会�

新庄文化会館

當麻文化会館

◎お問い合わせ　 新庄文化会館　169－4600 當麻文化会館　148－5000
☆主催者の都合により一部変更する場合がありますのでご了承ください。
詳細については主催者にお問い合わせください。
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ぼくのおべんとう／
わたしのおべんとう
スギヤマカナヨ／さく

ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
！

當
麻
図
書
館
は
蔵
書
点
検
、

図
書
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ

ム
統
合
作
業
の
た
め
３
月
中
休

館
し
ま
す
。

４
月
１
日
（
金
）
か
ら
通
常

開
館
い
た
し
ま
す
。

毎日つくれる
お弁当レシピ

日本放送出版協会／編

図図
書書
館館
だだ
よよ
りり

書　　　 名 著　者　名
時代劇のウソ・ホント ～絵で見て納得！～　　笹間良彦
年金をとりもどす法 社会保険庁有志
ひとりっ子時代の子育て 杉山由美子
花の素描　 木下　章
ニッポン泥棒 大沢在昌
モビィ・ドール 熊谷達也
エリカ 小池真理子
月下妙剣 多田容子
最後の一壜 スタンリイ・エリン
火を喰う者たち デイヴィッド・アーモンド

★12歳からの被災者学 土岐憲三
★地震と火山のたんけん隊 地学団体研究会
★楽器の絵本リコーダー アンケ・ベーデカー
★したてやのプンブルばあさん 松居スーザン
★イルカの家 ローズマリー・サトクリフ
★砂漠の王国とクローンの少年 ナンシー・ファーマー
★うごく浮世絵！？ よぐちたかお
★月人石－乾千恵の書の絵本－ 乾　千恵
★がまの油 長谷川義史
★いっしょにごはんたべよ ユエロ

通
園
・
通
学
か
ら
通
勤
ま
で
、
家
族
に
合

わ
せ
て
組
み
合
わ
せ
も
自
由
自
在
。
毎
日
の

お
弁
当
作
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

他
た
く
さ
ん
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

『
今
日
は
お
べ
ん
と
う
。』
そ
う
思
う
だ
け

で
ウ
キ
ウ
キ
す
る
こ
と
っ
て
、
わ
か
る
で
し

ょ
？
「
パ
カ
ー
ン
」「
ジ
ャ
―
ン
」。
ふ
た
を

あ
け
る
そ
の
時
か
ら
、
ワ
ク
ワ
ク
楽
し
い
お

べ
ん
と
う
。
ご
一
緒
に
い
か
が
で
す
？

新庄図書館新庄図書館33月の新着図月の新着図書書 ★印…児童書

《《
催催
しし
もも
のの
案案
内内
》》

〔〔
映映
画画
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

場
所：

新
庄
図
書
館
AV
ル
ー
ム

午
前
10
時
か
ら

３
月
12
日
『
き
つ
ね
と
猟
犬
』

３
月
19
日
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

〔〔
おお
はは
なな
しし
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

★
新
庄
図
書
館

日
時：

３
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や
・

AV
ル
ー
ム

『
小
さ
い
子
む
き
』

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
…

三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん

紙
芝
居
…
こ
ぎ
つ
ね
コ
ン
チ
と
い
ち
ご

す
ば
な
し
…
お
だ
ん
ご
ぱ
ん

大
型
絵
本
…
お
ば
け
の
て
ん
ぷ
ら

絵
本
の
紹
介
…

マ
ー
シ
ャ
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
絵
本

『
大
き
い
子
む
き
』

詩
…
の
は
ら
う
た

す
ば
な
し
…
二
ひ
き
の
よ
く
ば
り
子
グ
マ

紙
芝
居
…
い
っ
ぽ
ん
ば
し
わ
た
る

絵
本
…
う
ぐ
い
す
の
よ
め
さ
ま

休休休休
館館館館
日日日日 當麻図書館

新庄図書館

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

に白字は休館日。 に色字は図書整理休館日。

葛葛
城城
市市
図図
書書
利利
用用
券券
へへ
のの
交交
換換
にに
つつ
いい
てて

４
月
１
日
（
金
）
か
ら
、
新
庄
図
書
館
、
當
麻
図
書
館
統
一
の
図
書
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
が
稼
動
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
利
用
券
も
新
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
持
ち
の
利

用
券
と
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
換
場
所
…
ご
自
宅
の
住
所
地
（
新
庄
地
区
・
當
麻
地
区
）
に
あ
る
図
書
館

交
換
方
法
…
お
持
ち
の
利
用
券
と
の
引
き
換
え
に
な
り
ま
す
。
利
用
券
を
紛
失
さ
れ
た
場

合
は
、
身
分
証
明
書
（
住
所
、
氏
名
を
証
明
す
る
も
の
）
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

＊
初
め
て
図
書
館
を
ご
利
用
の
方
も
、
身
分
証
明
書
（
住
所
、
氏
名
を
証
明
す
る
も
の
）
を

提
示
し
て
い
た
だ
く
と
、
す
ぐ
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎お問い合わせ　 新庄図書館　169－4646 當麻図書館　148－6000
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新新新新庄庄庄庄地地地地区区区区のののの方方方方はははは、、、、ここここちちちちららららををををごごごご覧覧覧覧くくくくだだだだささささいいいい。。。。新庄健康福祉センター 4（69）9900

當當當當麻麻麻麻地地地地区区区区のののの方方方方はははは、、、、ここここちちちちららららををををごごごご覧覧覧覧くくくくだだだだささささいいいい。。。。當麻保健センター 4（48）6611

☆ 健康相談
●日時：3月10日（木）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆ 乳幼児健康相談
●日時：3月23日（水）・24日（木）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：身体測定・保健師、栄養士による個別相談
※ 母子健康手帳をご持参ください。

3月と4月はじめの健康カレンダー 場所：當麻保健センター
実 施 日 項　　　目 対　　　象　　　者 受　付　時　間
３／８(火)  三種混合予防接種 平成16年8月31日以前にお生まれの7歳6ヵ月未満のお子さん 午後1時30分～2時50分
11(金)  1歳6ヵ月児健診 平成15年7月・8月生まれのお子さん 午後1時00分～2時00分
16(水) 育児サロン(乳幼児相談）1歳6ヵ月頃までのお子さん　　　　　　　　　　　 午前9時30分～正午

ツベルクリン反応検査 平成16年11月30日以前にお生まれの4歳未満のお子さん 午後1時30分～2時50分
18(金) ツ反判定・ＢＣＧ 3月16日にツベルクリン反応検査を受けられた方 午後1時30分～2時50分

16(水)

ＢＢＣＣＧＧ予予防防接接種種のの対対象象年年齢齢がが改改正正さされれまますす！！

生生
活活
習習
慣慣
病病
予予
防防
講講
座座

『
奈
良
の
体
操

“ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
体
操
”

み
ん
な
で
体
操
１
２
３
』

２
月
５
日
（
土
）、
葛
城
市
歴
史

博
物
館
あ
か
ね
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

生
活
習
慣
病
予
防
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

寒
い
中
、
40
数
名
の
参
加
が
あ
り
、

参
加
者
は
、
心
も
体
も
“
あ
っ
た
か

ぁ
〜
ぃ
”
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

ＢＣＧ予防接種の対象年齢は、現在『生後3ヵ月～4歳未満』のお子さんですが、平成17
年4月からは『生後6ヵ月未満』のお子さんへと対象年齢が改正されます。
3月中に下記の日程で実施しますので、詳しくは各センターへお問い合せください。
なお、平成17年4月以降に『生後6ヵ月』を超えられるお子さんが、今回接種できなかっ
た場合は、全額自費負担となります。

母子健康手帳で確認をZ
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振り込め詐欺多発ご注意！
皆さんの息子さんやお孫さん等をかたって金銭を要求するオレオレ詐欺

や架空請求詐欺・融資保証金詐欺などを総称して「振り込め詐欺」と呼ばれて
います。オレオレ詐欺など高額の現金を口座に振り込ませる振り込め詐欺事件は全国各地で発生しており、昨
年高田警察署管内でも警察官を名乗った男から

「主人が追突事故を起こし相手の助手席に乗っていた女の人が怪我をした。
入院費用がいるので直ぐに振り込んでくれ。」

等と言って騙され、指定された銀行に多額の現金を振り込んでしまったという詐欺事件が発生しました。
この様なオレオレ詐欺は、警察官や弁護士・病院の院長などに成りすまして電話を架け、多額の現金を振り

込ませる詐欺事件が発生するなどしており、警察は総力を挙げて犯人の検挙に取り組んでいます。
◆◆ 被被害害をを防防ぐぐ方方法法ととししててはは……
〇オレオレ詐欺は〇オレオレ詐欺は、、
警察官や弁護士などに成りすまして電話を架けてきて、言葉巧みに色々と事実でないことを言ってきますか

ら相手のペースに乗らず、相手の名前や電話番号等を聞いて一旦電話を切り、例えば「主人が交通事故を起こ
した」等と言っているのであれば、

・交通事故を起こしたと言う場所を管轄している警察署に電話して交通事故発生の有無を確認する。
・主人の勤務先または携帯電話等に電話して交通事故の有無を確認する。

等を行うことによって本当か嘘かを確かめて自らの被害を防いでください。
この様な電話があった場合は、

・相手の言われるまま直ぐに振り込まない。
先ず事実の有無を確認するなど冷静に対応することです。
警察は、交通事故などの示談交渉など一切しませんから示談金などの名目で振り込むように言ってきても絶

対に振り込まず警察に届出してください。
〇架空請求詐欺は〇架空請求詐欺は、、
郵便などの方法で例えば

・以前通信販売で購入された商品の未払いについて、販売事業主より弁護士法第73条に則って債権譲
渡の依頼があり、受託致しました。……

・お客様が御利用されていました有料通信料に対する未払い債務金の債権譲渡を運営業者より承りま
した……

等と書かれたものが送られてきた場合、身に覚えがない時には
・不安を感じる必要がありません。とにかく無視しておくことです。
・相手方への拒否も含めて一切電話してはいけません。

この様な架空請求のなかで特に注意して欲しい事件が
●少額訴訟制度を悪用した新たな手口の架空請求です。
この制度を悪用した架空請求は最近、インターネットや携帯電話の有料サイトを運営する悪質業者が利用料

金等の支払いを求める「少額訴訟」を起こす事例が発生しています。
これは60万円以下の金銭の支払いを求める訴えを簡易裁判所に起こすことにより1回の裁判で判決の出る制

度を悪用したものです。
有料サイトを利用したという心当たりがなくとも簡易裁判所から「口頭弁論期日呼出及び答弁書催告状」が

送られてきた場合、出頭しなければ自動的に裁判に敗けてしまい、請求金額を払わせられることになります。
この様な郵便物が郵送されてきた場合は、

・中身を確認し、心当たりがなければできるだけ速やかに警察に届けてください。
・郵便物に書かれている電話番号は、ニセの裁判所を装っている場合があり、絶対に電話してはいけ
ません。

裁判所の電話番号を番号案内で確かめた上、そこに電話を架けて裁判が起こされているかどうかの確認して
ください。

・仮に身に覚えがないまま一方的に訴訟されて被告側となっていた場合、その裁判所にその事実を申
し出てください。

等によって被害を防ぐことができます。
警察官や弁護士などに成りすまして電話を架けてきたり、架空請求の郵便物などが送られてきた場合は、直

ぐに警察に届出してください。
高田警察署 40745－22－0110番

（高田警察署）
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◇◇
奈
良
県
最
低
賃
金
（
Ｈ
16
・
10
・
１
発
効
）

時
間
額
　
６
４
８
円

【
産
業
別
最
低
賃
金
】

◇
一
般
機
械
機
具
製
造
業
（
Ｈ

16
・

12
・

25
発
効

）

時
間
額
　
７
５
２
円

◇
電
気
関
係
製
造
業
（
Ｈ

16
・

12
・

25
発
効

）

時
間
額
　
７
５
２
円

◇
自

動

車

小

売

業
（
Ｈ

16
・

12
・

25
発
効

）

時
間
額
　
７
５
２
円

◇
木
材
・
木
製
品
・
家
具
・

装
備
品
製
造
業
（
Ｈ
元
・

１
・

25
発
効

）

日
額
６
、
５
２
７
円
　

時
間
額
　
７
５
２
円

◎
詳
し
く
は
、
奈
良
労
働
局
賃
金
室
　

4
０
７
４
２
(32)
０
２
０
６
ま
で
。

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
…

◎
３
月
21
日(

月：

振
替
休
日
）
は
祝
日

で
す
が
、
新
庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご
み
収

集
に
つ
い
て
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

◆
対
象
地
区
…
疋
田
・
南
藤
井
・
寺
口
・

中
戸
・
弁
之
庄
・
林
堂
・
山
田
・
平
岡
・

山
口
・
梅
室
・
笛
吹
・
脇
田

★★
お
願
い
…

最
近
、
ル
ー
ル
の
守
ら
れ
て
い
な
い
出
し

方
の
不
燃
ご
み
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

不
燃
ご
み
は
、
市
指
定
の
コ
ン
テ
ナ

（
黄
色
）
に
正
し
く
入
れ
、
収
集
日
の
当
日
、

指
定
の
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
コ
ン

テ
ナ
に
入
れ
な
い
物
お
よ
び
コ
ン
テ
ナ
以

外
の
箱
等
に
入
れ
て
あ
る
不
燃
ご
み
に
つ

い
て
は
、
引
き
取
り
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。）

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

4
（
69
）
３
７
７
３
ま
で
。

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【【
展展
示示
会会
】】

平
成
十
六
年
度
冬
季
企
画
展

「
な
つ
か
し
の
食
器
神
の
食
卓
」

▼
会
　
期：

開
催
中
〜
４
月
３
日
（
日
）

▼
観
覧
料：

通
常
の
観
覧
料
を
い
た
だ
き

ま
す
。

▼
休
館
日：

毎
週
月
曜
日
、
第
２
・
４
火

曜
日
、
祝
日
の
翌
日

【【
講講
演演
会会
】】

公
開
講
座
「
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
」（
第
12
回
）

『
春
日
の
祭
の
中
の
御
神
木
』

▼
日
時：

平
成
17
年
３
月
12
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら

▼
講
師：

松
村
和
歌
子
氏

（
春
日
大
社
宝
物
殿
主
任
学
芸
委
員
）

▼
会
場：

歴
史
博
物
館
２
階

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
会
場：

１
０
０
名
程
度

◎
申
込
み：

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
。

※
「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
映
画
会
」
は
３
月
27

日
（
日
）、
午
後
１
時
30
分
か
ら
『
遙
か
な

る
甲
子
園
』
を
上
映
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、

歴
史
博
物
館

4
（
64
）
１
４
１
４
　

増
改
築
相
談

▼
日
時：

３
月
26
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
場
所：

中
央
公
民
館
会
議
室

◎
詳
し
く
は
、
建
築
組
合

4
（
69
）
２
８
７
７

ま
た
は
、
都
市
計
画
課
ま
で
。

（
都
市
計
画
課
）

第
３
回
ア
ル
コ
ー
ル
問
題

市
民
セ
ミ
ナ
ー
開
催

お
酒
の
飲
み
方
に

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

▼
日
　
時：

平
成
17
年
３
月
13
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
45
分
ま
で

▼
会
　
場：

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

▼
講
　
演：

平
山
智
英
氏

（
奈
良
県
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
参
　
加：
無
料

◎
詳
し
く
は
、
奈
良
県
断
酒
連
合
会
事
務
局

4
０
７
４
３
(56)
８
１
４
９
ま
で
。

※
別
室
に
て
酒
害
相
談
を
行
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

職
場
を
支
え
る
あ
の
人
の

最
低
賃
金
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

★
奈
良
県
内
の
最
低
賃
金

最
低
賃
金
は
、
最
低
賃
金
法
に
基
づ
い

て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、
臨
時
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
め
、
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
使
用
者
は
、

適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
等
を
周
知
す
る
と

と
も
に
、
必
ず
こ
の
金
額
以
上
の
賃
金
を

支
払
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

葛
城
市
ア
ル
バ
イ
ト
・

パ
ー
ト
職
員
登
録
募
集

平
成
17
年
度
の
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト

職
員
の
登
録
を
募
集
し
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
に
よ

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間：

平
成
17
年
３
月
10
日
（
木
）

か
ら
25
日
（
金
）
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
受
付
時
間：

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

▼
募
集
職
種：

一
般
事
務
　
情
報
セ
ン
タ
ー
業
務

図
書
館
業
務
　
学
校
給
食
調
理
員

学
校
図
書
室
補
助
員

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
業
務

保
健
師
の
業
務
　
栄
養
士
の
業
務

幼
稚
園
事
務
員
　
幼
稚
園
補
助
教
員

学
童
保
育
所
指
導
員

保
育
士
の
業
務

保
育
所
給
食
調
理
員

▼
応
募
資
格：

市
内
在
住
者
で
満
18
歳

か
ら
満
50
歳
ま
で
の
方
（
職
種

に
よ
り
、
年
齢
規
定
と
資
格
要

件
が
あ
り
ま
す
。）

▼
応
募
方
法：

次
の
書
類
を
受
付
期
間
中
に
新
庄
庁
舎

３
階
人
事
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【（
人
事
課
備
え
付
け
）
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ

ー
ト
職
員
登
録
申
請
書
】

【
履
歴
書
（
備
え
付
け
用
紙
も
あ
り
ま
す
。）】

▼
登
録
期
間：

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で

◎
詳
し
く
は
、
人
事
課
4
（
69
）
３
０
０
１
　

ま
で
。
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市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
名
人
衆
」

日
ご
ろ
目
に
触
れ
る
こ
と
の
少
な
い
地

道
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
、
モ
グ
ラ
捕
り

や
草
木
染
め
な
ど
31
人(

団
体)

を
紹
介
す
る

「
名
人
衆
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
新
設
し
ま
し
た
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
身
近
な
名
人
さ
ん
の
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
農
林
商
工
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
農
林
商
工
課
）

介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す

本
市
で
は
介
護
保
険
事
業
が
、
よ
り
円

滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
検
討
す
る
『
介

護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
』
を
設
置

し
ま
す
。

委
員
会
は
、
学
識
経
験
者
・
保
健
医
療

関
係
者
・
福
祉
関
係
者
な
ど
の
専
門
家
の

ほ
か
に
、
被
保
険
者
の
意
見
を
反
映
で
き

る
よ
う
な
委
員
構
成
と
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
左
記
の
と
お
り
、

市
民
皆
さ
ま
の
中
か
ら
、
介
護
保
険
被
保

険
者
代
表
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員：

若
干
名
（
応
募
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

▼
応
募
資
格：

葛
城
市
に
１
年
以
上
お
住
ま
い
の
40
歳

以
上
の
方
で
、
介
護
の
経
験
も
し
く
は
介

護
に
関
心
の
あ
る
方
。

▼
委
員
の
任
期：

平
成
17
年
4
月
か
ら

平
成
20
年
3
月
ま
で
。

▼
応
募
方
法：

応
募
内
容
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は

高
齢
高
齢
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
間：

平
成
17
年
３
月
10
日(

木)

か
ら

31
日(

木)

ま
で
。

◎
詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課

新
庄
庁
舎
4
（
69
）
３
０
０
１

當
麻
庁
舎
4
（
48
）
２
８
１
１
ま
で
。

平
成
16
年
度

健(

検)

診
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

達
成
者
受
付
中

新
庄
地
区
で
行
う
健(

検)

診
で
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
カ
ー
ド
を
お
渡
し
し
て
い
た

の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
は
、
ご
自
身
の
年

齢
、
性
別
が
該
当
す
る
す
べ
て
の
健(

検)

診

を
受
診
さ
れ
た
方
に
、
健
康
づ
く
り
応
援

グ
ッ
ズ
を
差
し
上
げ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

健(

検)

診
受
診
時
に
押
す
ス
タ
ン
プ
が
た
ま

れ
ば
、
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
ス
タ
ン
プ
が
な
く
て
も
、

受
診
を
証
明
で
き
る
も
の
（
結
果
や
領
収

書
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
れ
ば
、
そ
の

場
で
ス
タ
ン
プ
を
押
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ラ
リ
ー
達
成
者
に
は
、
後
日
グ
ッ
ズ

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

▼
対
象
者：

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方

▼
達
成
者
受
付
期
間：

平
成
17
年
１
月
〜
３
月
末
日
ま
で

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

4
（
69
）
９
９
０
０
ま
で
。

平
成
17
年
度
子
育
て
サ
ロ
ン
・

ち
び
っ
こ
サ
ー
ク
ル
参
加
者
募
集

季
節
感
の
あ
る
遊
び
や
、
学
び
を
通
じ

て
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を
図
り
、
子
育

て
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
各
校
区
ご
と
に
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

☆☆☆☆
子子子子
育育育育
てててて
ササササ
ロロロロ
ンンンン

▼
対
象
者：

新
庄
・
新
庄
北
・
忍
海
校
区

の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
定
　
員：

35
組

▼
開
催
日
時：

毎
月
第
４
火
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜

▼
場
　
所：

新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
受
付
期
間：

３
月
25
日(

金
）
か
ら
先
着

順
で
定
員
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

▼
受
付
場
所：

新
庄
庁
舎
　
児
童
福
祉
課

☆☆☆☆
ちちちち
びびびび
っっっっ
ここここ
ササササ
ーーーー
クククク
ルルルル

▼
対
象
者：

磐
城
・
當
麻
校
区
の
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者

▼
定
　
員：

各
ク
ラ
ス
50
組

（
磐
城
２
ク
ラ
ス
・
當
麻
１
ク
ラ
ス
）

▼
開
催
日
時
・
場
所：

・
磐
城
校
区
児
童
館
…
毎
週
水
曜
日
・
金
曜
日

・
當
麻
校
区
児
童
館
…
毎
週
火
曜
日

各
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
受
付
期
間：

３
月
22
日(

火)

〜
25
日(

金)

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

▼
受
付
場
所：

磐
城
校
区
児
童
館
ま
た
は

當
麻
校
区
児
童
館

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課

新
庄
庁
舎
4
（
69
）
３
０
０
１

當
麻
庁
舎
4
（
48
）
２
８
１
１
ま
で
。

リ
ニ
ア
一
般
試
乗
会

山
梨
実
験
線
で
リ
ニ
ア
に
乗
れ
る
チ
ャ

ン
ス
！
あ
な
た
も
５
０
０
㎞
／
ｈ
を
『
体

感
』
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

▼
開
催
日：

平
成
17
年
３
月
24
日
（
木
）

▼
募
集
人
数：

１
２
０
名

▼
対
象
者：

県
内
在
住
の
方
（
高
校
生
以

上
）。
２
名
以
下
で
応
募
。
た
だ
し
、
過
去

の
試
乗
会
経
験
者
は
対
象
外
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
参
加
（
交
通
）
費：

１
名
に
つ
き
２
万
円(

超
え
る
費
用
は
リ

ニ
ア
奈
良
県
期
成
同
盟
会
が
負
担)

な
お
、

京
都
駅
ま
で
の
交
通
費
や
当
日
の
食
事
代

(

夕
食)

等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
方
法：

往
復
は
が
き
に
次
の
必
要
事
項
を
明
記
し

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
往
信
…
〒
６
３
０
ー
８
５
０
１

奈
良
市
登
大
路
町
30
番
地

奈
良
県
企
画
部
交
通
政
策
課
内

リ
ニ
ア
中
央
エ
ク
ス
プ
レ
ス

建
設
促
進
奈
良
県
期
成
同
盟
会
宛

裏
に
は
、
リ
ニ
ア
一
般
試
乗
会
　
氏
名

年
齢
・
性
別
・
住
所
・
電
話
番
号(

２
名
の

場
合
は
も
う
１
名
の
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
住
所
・
電
話
番
号)

を
記
載

☆
返
信
…
表
に
あ
な
た
の
郵
便
番
号
・
住

所
・
名
前
を
記
し
裏
に
は
何
も
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

▼
〆
切：

３
月
10
日
（
木
）
必
着

▼
当
選
決
定：

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
リ
ニ
ア
中
央
エ
ク
ス
プ
レ
ス

建
設
促
進
奈
良
県
期
成
同
盟
会

4
０
７
４
２(

27)

８
４
８
３
ま
で
。



今月の無料相談�
人権・行政・心配ごと相談

●日時　3月10日（木）第2木曜日
午前9時～正午

場所　葛城市役所（新庄庁舎）
申込　不要（先着順）
●日時　3月17日（木）第3木曜日

午前9時～正午
場所　忍海集会所
申込　不要（先着順）
●日時　3月24日（木）第4木曜日

午前9時～正午
場所　當麻文化会館
申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務課・社会福祉協議会
電話 69-3001

弁護士による法律相談
●日時　3月17日（木）第3木曜日

午後1時～4時
場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　3月24日（木）第4木曜日
午後1時～4時

場所　當麻文化会館

◎申込　相談は予約制になっていますので、
秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　電話 69-3001

●中和法律センタ－
【本　　所】 開設中
日時　毎週火曜日・金曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　大和高田市大中106-2

経済会館4階
【香芝支所】 4月より開設予定
日時　第1水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　香芝市下田西2-1-22

（社）シルバー人材センター1階
【橿原支所】 4月より開設予定
日時　第2・3水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　橿原市八木町1-1-18

橿原市役所北館1階
【王寺支所】 4月より開設予定
日時　第4水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　王寺町久度2-2-1-501

地域交流センター
◎申込　相談は予約面談制（30分）

電話で事前予約してください。
（電話24-5403）
相談日の1週間前の同じ曜日午前9時30分
から先着順にて受け付けます。
（祝日の場合は原則その前日より）

◎対象者　大和高田市・橿原市・御所市・香芝市
葛城市・桜井市・磯城郡内・宇陀郡内
高市郡内・北葛城郡内・東吉野村居住
の方

広報

平成17年3月1日発行
編集・発行 葛城市役所　秘書課

〒639－2195 奈良県葛城市柿本166番地
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人の動き

■広報「かつらぎ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙�

100

◆人口　35,585人 ◆世帯数 11,889戸
◆男 17,214人 女 18,371人
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